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＊本報告の用語の使用において、「自死」または「自殺」が混在しているが、日本司法書士会連合会では通常「自
死」の用語を使用している一方で、本協会においては「自死」と「自殺」を場面や状況に応じて使いわけてい
る。このことから、敢えて統一を図らずそのまま掲載することとした。


